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新春のお慶びを申し上げます 
旧年中は、当施設への温かいご支援を賜り、誠にありがとうございました。本年も、皆様の笑顔と健康を支える施設づくり

に努めてまいります。 

皆様にとって、穏やかで希望に満ちた一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
０
２
５
年
１１
月
９
日(

日)

、
創
立
記
念
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

昨
年
は
当
苑
が
創
立
し
て
２５
周
年
と
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、 

地
域
の
方
、
多
く
の
方
々
に
来
苑
し
て
い
た
だ
き
、
皆
様
と
一
緒
に
創
立
記
念
祭
を
お
祝
い 

す
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
は 

「
楽
し
さ
満
祭 

笑
顔
満
祭 

２５
周
年
創
立
記
念
祭
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、 

ご
利
用
者
が
一
番
に
楽
し
め
、
ご
家
族
・
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
兼
ね
た
、
お
祭
り
を
目
指
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

模
擬
店
で
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
メ
ダ
カ
す
く
い
を
行
い
、
普
段
見
ら
れ
な
い
俊
敏
な
ご
利
用
者
の
姿
や
、
ご
家
族
も
夢
中
に

な
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

そ
よ
風
ハ
ウ
ス
さ
ん
に
出
店
し
て
い
た
だ
い
た
、
手
づ
く
り
パ
ン
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
多
く
の
方
々
か
ら
大
盛
況
で
し
た
。 

飲
食
で
は
、
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
豚
汁
、
チ
ュ
ロ
ス
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
販
売
し
、
入
所
ご
利
用
者
限
定

に
は
な
り
ま
す
が
、
昼
食
で
同
様
に
提
供
し
、
焼
き
鳥
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
普
段
と
は
違
う
、
お
祭
り
な
ら
で
は
の
食
事
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
し
お
り
作
り
、
花
か
ご
の
飾
り
付
け
や
リ
ハ
ビ
リ
職
員
に
よ
る
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
、
看
護
師
に
よ
る
手
洗
い

チ
ェ
ッ
カ
ー
と
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ら
で
は
の
体
験
を
ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
成
や
体
験
を
、
ご
家
族
と
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
る
ご
利
用
者
の
姿
を
拝
見
で
き
た
こ
と
に
、
皆
様
か
ら
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
職
員
か
ら
の
出
し
物
と
し
て
、
映
像
を
使
用
し
た
ク
イ
ズ
大
会
や
演
奏
会
を 

行
い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
大
会
で
は
昭
和
の
時
代
を
題
材
と
し
、
映
像
で
出
来
事
や
人
物 

な
ど
、
昔
の
思
い
出
を
振
り
返
り
楽
し
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
奏
会
は
昔
に
流
行
し
た 

曲
を
歌
い
、
ご
利
用
者
も
口
ず
さ
み
な
が
ら
演
奏
に
感
動
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。 

２
０
２
５
年
度
は
皆
様
の
お
か
げ
で
大
成
功
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

２
０
２
６
年
度
も
多
く
の
方
々
を
お
招
き
し
、
創
立
記
念
祭
を
開
催
で
き
る
よ
う
に 

職
員
一
同
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

(

創
立
記
念
祭
実
行
委
員
長 

和
田 

智
一) 

 

創立記念祭開催 
 

 

 

 

 



 

詩
吟
披
露
会
開
催 

 

10
月
14
日 

、
き
き
ょ
う
苑
に
吟
道
静
修
流

の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
心
に
響
く
詩
吟
の
披

露
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

力
強
さ
と
静
け
さ
が
調
和
し
た
吟
声
が
ホ
ー

ル
に
広
が
り
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
は
深
く
聞

き
入
り
、
豊
か
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

             

ま
た
、
日
頃
の
ご
活
動
と
今
回
の
ご
厚
意
に

感
謝
の
意
を
表
し
、
施
設
長
よ
り
吟
道
静
修
流

の
皆
さ
ま
へ
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。 

         

温
か
い
交
流
の
ひ
と
と
き
と
な
り
、
ご
利
用

者
・
職
員
一
同
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
豊
か
な
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(

介
護
部
門 

主
任 

壬
生 

利
浩) 

  

 

 

 

「
緊
急
時
の
対
応
」
研
修
開
催 

昨
年
10
月
に
、
伊
勢
原
市
消
防
本
部
の
職

員
を
お
呼
び
し
、
職
員
を
対
象
と
し
た
、「
緊

急
時
の
対
応
」
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「A
E

D

の
使
用
方
法
」「
気
道
確
保
法
」、

「
異
物
除
去
法
」
に
つ
い
て
、
消
防
本
部
職
員

か
ら
講
義
、
実
演
を
受
講
し
た
の
ち
、
職
員
が

実
技
を
体
験
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
職
員
か 

ら
は
「
実
際
に
使
用 

す
る
場
面
に
も
遭
遇 

す
る
こ
と
な
く
、
忘 

れ
て
し
ま
っ
て
い
た 

事
も
あ
り
ま
し
た
。 

改
め
て
勉
強
す
る 

こ
と
が
出
来
て
良
か 

っ
た
で
す
。」「
学
ん 

だ
こ
と
は
緊
急
時
対
応
に
活
か
せ
る
よ
う
に

し
た
い
。
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
好
評

の
内
、
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

教
育
委
員
会
で
は
定
期
的
に
消
防
本
部
の

方
を
お
呼
び
し
、
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

職
員
の
知
識
、
実
技
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 
 

 
(

教
育
委
員
会 

委
員
長 

久
場 

徹)  

                                    

栄養部門 木我 みな美 部門長 

★あなたのお仕事内容は？ 

入所者 1 人ひとりの栄養状態や嚥下機能、食の嗜好に合わせて栄養

管理をおこなっています。 

★勤続年数は何年ですか？ 

ききょう苑では 8年になります。 

★この仕事を始めた理由、きっかけは？ 

食事が人を元気にする力を近くで感じたくて、高齢者の方の食を支

える仕事を選びました。「美味しいね」の言葉が原動力です。 

★働くうえで心掛けていることは？ 

ご利用者が食べる楽しみを感じられるよう、お寿司バイキングやフ

ルーツバイキングなどのメニューを取り入れ、食を通して生活の質を

高めることを心がけています。 

★仕事をしていて大変だと思う事は？ 

体調や嚥下機能の変化が食欲や食事量に直結します。限られた条件

の中で、できるだけ本人の負担が少なく、おいしく食べてもらう方法

を考えることは難しいです。 

★今後の老人施設についてどう思いますか？ 

今後はより個別性の高いケアが求められると思います。食事面でも

その方らしい「楽しみ」につながる支援が大切になっていくと感じま

す。 

★今後頑張っていきたいこと、目標は？ 

栄養面からご利用者の生活の質をさらに向上できるようにしたいで

す。行事食やイベントを通して「食べる楽しみ」を広げたいと考えて

います。 

★休日の過ごし方と趣味は？ 

休日は美味しいものを食べたり、好きなアーティストのライブに行

っています。 

 

 

 

 

編
集
後
記 

 

２
０
２
６
年
は
、
２
月
に
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
、
コ
ル
テ
ィ
ナ
・
ダ
ン

ペ
ッ
ツ
ォ
で
あ
り
、
６
月
に
は
Ｆ
Ⅰ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
６
大
会
が
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
イ
タ
リ
ア

も
ア
メ
リ
カ
も
日
本
と
時
差
が
か
な
り
あ
る
の

で
、
寝
不
足
な
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。 

皆
様
の
良
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
が
続

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。 

 
(

総
合
企
画
部 

主
任 

田
島 

拓
也) 

  

 

 

 

                             

 相談部門 布川 幸子 部門長 

★あなたのお仕事内容は？ 

ご家族や病院などからの入所の相談を受けて入所判定会を行います。

入所が可能になり、お受入れの準備を進めます。 

高齢や体調でリハビリが受けられない方の退所先を探していきます。 

入所ご利用者の施設計画書を作成します。 

★勤続年数は何年ですか？ 

８年 

★この仕事を始めた理由、きっかけは？ 

介護保険制度が出来たときに、将来の役に立つと思いヘルパー2 級

の講習を受けました。ヘルパー２級を取得した時に、ききょう苑が建設

中で「ここで働きたい」と思いました。 

★働くうえで心掛けていることは？ 

相談を受けている際にゆっくりと話すことや、略語や介護用語は使わ

ないように心がけています。 

体調管理 

★仕事をしていて大変だと思う事は？ 

特にありません。 

★今後の老人施設についてどう思いますか？ 

AI 機器などの導入が進み、人と人との関わり方やコミュニケーショ

ンの取り方等が、大きな課題になっていくと思います。 

★今後頑張っていきたいこと、目標は？ 

いつまでも楽しく過ごせるように・・・筋力アップに努めたいです。 

★休日の過ごし方と趣味は？ 

ホットヨガとサウナで汗を流しています。時 「々今日は１歩も外に出

ない」と決めて１日中パジャマで映画等を見ている時もあります。 

 

 

  

  


